
佐世保工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 産業経済と技術者倫理
科目基礎情報
科目番号 1460 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 複合工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 大沼あゆみ、柘植隆宏著『環境経済学の第一歩』有斐閣
担当教員 前田 隆二
到達目標
1．産業成果の決定要因を供給サイドを中心に広域の視野から分析できる。(A3) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
２．技術革新などの効率性を経済学的に分析できる。(A3)
３．技術の進歩によって生じた負の環境を把握し、経済学的要因を探り説明できる。また、そのような改善策を説明できる。(B2)
４．創り出された技術が実生活の中でどのような意味があるのか影響を与えるのか技術者倫理の観点からを理解し、説明することができる。
(B2)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 需要曲線と供給曲線の説明ができ
、完全競争市場の問題が解ける。

需要曲線と供給曲線の説明ができ
、完全競争市場の問題がほとんど
解ける。

需要曲線と供給曲線の説明がほと
んどでき、完全競争市場の問題が
できない。

評価項目2 環境税導入後の市場経済を図で説
明でき、計算できる。

環境税導入後の市場経済を図で説
明がほとんどでき、計算できる。

環境税導入後の市場経済を図で説
明ができず、計算もできない。

評価項目3 環境に対する実際の政策や歴史的
流れを説明できる。

環境に対する実際の政策や歴史的
流れをほとんど説明できる。

環境に対する実際の政策や歴史的
流れを説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A-3 学習・教育到達度目標 B-2
JABEE a JABEE b JABEE d JABEE e
教育方法等
概要 経済に興味を持つように促し、意義や概念を理解し、技術者としての倫理観、組織との関係性、環境対策などを経済学

的な視点から捉えられることを目的とする。

授業の進め方・方法

予備知識：本科２年必修「政治経済」の（特に経済分野）内容および５年必修「技術者倫理」の内容を理解しておくこ
と。
講義室：専攻科講義室
授業形式：講義
学生が用意するもの：教科書、ノート、筆記用具

注意点

評価方法：定期試験(A-3)(計1回)、出席状況、授業態度、レポート(B-2)で総合的に判断する。評価基準は、定期試験の
成績が60%その他が40%とし、総合成績60点以上を単位取得とする。ただし、定期試験(A-3)、レポート(B-2)それぞ
れで60点以上を単位取得とする。
自己学習の指針：１.講義で取り扱う章を精読しておいてください。２．世の中にあふれている企業の問題を技術者の視
点で捉え、考察してください。
オフィスアワー：火曜日16:00～17:00、木曜日16:00～17:00

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション
経済と環境 環境経済の視点と分析方法を説明できる。

2週 外部性と市場の失敗1 需要曲線、供給曲線の理解と外部性を説明できる。
3週 外部性と市場の失敗2 ピグー税、限界削減費用など説明できる。
4週 汚染 大気汚染の現状を把握し、経済分析を説明できる。
5週 地球温暖化1 地球温暖化の現状と取り組みを説明できる。

6週 地球温暖化2 排出権取引や炭素税、クレジット制度などを説明でき
る。

7週 エネルギー1 エネルギーの現状を説明できる。
8週 エネルギー2 FITやRPS、様々な制度の説明ができる。

2ndQ

9週 廃棄物 廃棄物の現状とデポジット制など説明できる。
10週 枯渇資源1 現状の枯渇資源や技術革新について説明できる。
11週 枯渇資源2 枯渇資源の効率活用としての制度を説明できる。
12週 再生可能資源1 再生可能資源の現状とその管理を説明できる。
13週 再生可能資源2 資源の所有権とコモンズについて説明できる。
14週 生物多様性 生物多様性の現状と様々な取り組みを説明できる。
15週 企業と環境配慮 環境に対する企業の取り組みを説明できる。
16週

評価割合
試験 発表 合計 合計

総合評価割合 60 40 0 100
基礎的能力 60 40 0 100
専門的能力 0 0 0 0


